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耐えて、耐えて10位通過

　第96回東京箱根間往復大学駅伝競走（以下箱根駅

伝）の予選会が、例年より2週間程遅い10月26日（土）

に東京都立川市、陸上自衛隊駐屯地から国営昭和記念

公園までの21.0975kⅿコースで行われ、中央大学は

総合10位（10時間56分46秒）となり、上位10校に与

えられる本戦出場権を獲得。3年連続93回目の出場を

果たしました。

　10月下旬にしては異例の暑さになった今回のレース。

本学では森凪也選手（経済学部2年）が自己新記録と

なる1時間3分58秒で全体の15位でフィニッシュ。暑さ

でタイムが伸び悩む中、チーム唯一1時間3分台の走り

を見せてくれました。

　なお、来年の1月2日・3日に開催される本戦は、前回

大会のシード10校、そして予選会で出場を果たした10

校とオープン参加の関東学生連合の計21チームが新

春の箱根路に挑みます。皆様のあたたかいご声援をよ

ろしくお願いいたします。

第96回東京箱根間往復大学駅伝競走
予選会10 位通過で本戦出場

順  位 記  録氏  名 学部・ 学年

経済2

法３

商2

商３

商３

文３

文3

経済4

文3

商1

法２

森 凪也

畝 拓夢

三浦 拓朗

池田 勘汰

矢野 郁人

岩原 智昭

大森 太楽

舟津 彰馬

三須 健乃介

千守 倫央

井上 大輝

川崎 新太郎

15位

25位

35位

51位

105位

151位

178位

188位

192位

224位

287位

124位

01：03：58

01：04：20

01：04：37

01：05：01

01：05：45

01：06：24

01：06：48

01：06：54

01：06：57

01：07：27

01：09：16

01：06：02経済３

1    東京国際大学  10：47：29

2    神奈川大学     10：50：55

3    日本体育大学  10：51：09

4    明治大学        10：51：42

5    創価大学        10：51：43

6    筑波大学        10：53：18

7    日本大学        10：54：29

8    国士舘大学     10：55：21

9    早稲田大学     10：55：26

10   中央大学      10：56：46

11   麗澤大学       10：57：12

最終総合タイムチーム名順 位

力に…！！この悔しさを、

藤原正和駅伝監督

「非常に悔しいです。我々が目指していたのは予選会

トップ通過でしたが、最終通過の10位となり、何とか本

戦出場に滑り込んだかたちとなってしまいました。しか

し、ここまでの暑さにも関わらず耐えて走ってくれた選

手をねぎらいたいと思います。選手が実力を発揮できな

かったのは私たち指導陣の指導力不足と感じています。

3年前（2016年・第93回予選会）、44秒差で本戦出場

を逃したあのときと同じ気候となった今日のレース、26

秒差ではありますが10位に滑り込めたことは選手の頑

張りにほかなりません。どんなコンディションでも力を最

大限発揮できてこそ、本物の強さだと感じています。そ

の強さを身につけなければ本戦で戦えないと思ってい

ます。本戦までの残りの二か月、しっかり仕上げて今年

掲げている目標（シード権獲得）に向けて頑張っていき

たいと思います。引き続き今までと変わらぬご支援の程

宜しくお願い申し上げます。」

花田俊輔コーチ

「例年より2週間遅い予選会で、涼しい気候になることを想定し

た調整を行ってきました。しかしこのような気候となり、描いてい

た結果に結びつけられなかったことが悔しくて仕方ありません。

本戦に向けて一番闘志を燃やしているのは、この予選会に出ら

れなかった選手たちです。その選手の頑張りに期待したいです

し、この悔しいレースを経験した選手たちとも切磋琢磨して、その

両者の力がミックスした先にシード権確保が近づくと思いますの

で、そこを目指して2か月指導していきたいと思います。」

田母神一喜長距離ブロック主将（法学部4年）

「非常に悔しいです。4年生で唯一走った舟津に負担をかけさせ

てしまったこと、そして3年生以下の下級生に支えられて本戦出

場ができたと思っています。最上級生であり主将でありながら走

ることもできず責任を感じています。今のチームは、狙ったレー

スで実力が出せない課題があります。今回もそうですし、全日本

（大学駅伝）の予選会もそうでした。1回1回の練習でその日のベ

ストパフォーマンスを出すことを徹底していきたいと思います。

私が本戦出場を得て、努力すれば夢がかなえられる姿を後輩た

ちに見せる2カ月にしたいと思います。」

舟津彰馬駅伝主将（経済学部4年）

「非常に悔しい気持ちしかありません。予選会に向けてしっかり

練習もこなせていましたし、誰よりも調子が良かったです。しかし

最初の5㎞あたりから自身が描いていたレース展開には程遠い

走りで戸惑いました。周りから求められている期待に応えられな

かったことは自分自身の甘さです。3年前の悔しい思いはこの立

川に来るたびによみがえります。もちろん忘れることもありませ

ん。しかし3年前と違うことは、今年は本戦につながったのです。

本戦に向けて最後の最後まで取り組んできたことに誇りをもっ

てシード権獲得を狙っていきます。」

山本亮コーチ

「想像以上の暑さになり、タフなレースになったと思います。その

中でも選手たちが最後の最後まで気持ちを切らさず走り抜いて

くれたことが本戦出場につながりました。今日走ったメンバーの

中では、森凪也が重要なレースで、しかもハーフの距離をしっか

り走れたのは彼の強さだと思います。夏は今まで以上の練習を

積み上げてきました。しかし今日は悔しいレースを味わいました。

この２つの経験が本戦では絶対に生きてくると思います。今持っ

ている実力を発揮してシード権を必ず掴みたいと思います。」

レース後のコメント

舟津彰馬（経済4） 池田勘汰（商3） 畝拓夢（法3）

大森太楽（文3） 川崎新太郎（経済3）

井上大輝（法2） 千守倫央（商1）

三須健乃介（文3）

森凪也（経済2）三浦拓朗（商2）

岩原智昭（文3）

矢野郁人（商3）

FULL FORCE！！

【写真：Twitter@00hpyより】


